
- 1 -

2023年 9月 18日（月）
於 高麗大学校

平安期初頭の仏者の文①――『日本霊異記』の作文方法

河野貴美子（早稲田大学文学学術院）

一、『日本霊異記』説話の構成

『日本霊異記』… 薬師寺沙門景戒撰。日本現存最古の仏教説話集（九世紀初成立）。三巻。

上・中・下巻それぞれに序あり。合計１１６の説話を収める。「日本国」に起こった「現報」譚、

「善悪」の因果応報譚、「霊異」譚を「記」す。

【資料 1】『日本霊異記』上巻序文
原夫内経外書、伝於日本、而興始代、凡有二時。皆自百済国将来之。軽嶋豊明宮御宇誉

田天皇代、外書来之。磯城嶋金刺宮御宇欽明天皇代、内典来也。然乃学外之者、誹於仏

法、読内之者、軽於外典。愚癡之類、懐於迷執、匪信於罪福、深智之儔、覯於内外、信恐

因果。 …… 匪呈善悪之状、何以直於曲執、而定是非、叵示因果之報、何由改於悪心、而

修善道乎。昔漢地造冥報記、大唐国作般若験記。何唯慎乎他国伝録、弗信恐乎自土奇

事。 …… 故聊注側聞、号曰日本国現報善悪霊異記、作上中下参巻、以流季葉。然景戒、

稟性不儒、濁意難澄。坎井之識、久迷太方。能巧所雕、浅工加刀。 …… 祈覧奇記者、却

邪入正。諸悪莫作、諸善奉行。 （新編日本古典文学全集）

【資料 2】『日本霊異記』上巻第 19「呰読法花経品之人而現口喎斜得悪報縁」
〔A-1〕昔山背国、有一自度。姓名未詳也。常作碁為宗。〔B-1〕沙弥与白衣倶作碁。時乞者

来読法花経品而乞物。沙弥聞之、軽咲呰、故［亻+戻］己口、訛音効読。白衣聞之、碁条恐
曰、「畏恐矣」。白衣者、作碁毎遍而勝、沙弥者、毎遍猶負。於是即坐、沙弥口喎斜、令薬

治療、而終不直。〔C〕法花経云、「若有軽咲之者、当世牙歯疎欠、醜脣平鼻、手脚繚戻、眼

目角睞」者、其斯謂之矣。〔D-1〕寧託悪鬼、雖多濫言、而与持経者、不可誹謗、能護口業

矣。

※〔A-1〕場、人／〔B-1〕「事件（例証話）」の内容／〔C〕内典の引用／〔D-1〕語り手・編者の評語

【資料 3】『日本霊異記』上巻第 6「［冫＋馵］憑念観音菩薩得現報縁」
〔A-2〕老師行善者、俗姓竪部氏。小治田宮御宇天皇之代、〔B-2〕遣学高麗、遭其国破、流

離而行。忽其河辺、椅壊無船、過渡无由。居断橋上、心念観音。即時老翁、乗舟迎逨、同

載共渡。渡竟之後、従舟下道、老公不見、其舟忽失。乃疑観音之応化也。便発誓願、造像

恭敬。遂至大唐、即造其像、日夜帰敬。号曰河辺。法師之性、忍辱過人、唐皇所重。従日

本国使、以養老二年、帰向本朝。住興福寺、供養其像、至卒不息。〔D-2〕誠知、観音威力、

難思議矣。〔E〕讃曰、老師遠学、遭難将帰。无由済渡、憶聖坐椅。心憑威力、化翁来資。別

後遄翳、図儀常礼、其役不輟。

※〔A-2〕人、時／〔B-2〕「事件（例証話）」の内容／〔D-2〕語り手・編者の評語／〔E〕讃（賛）
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二、『妙法蓮華経』の字句の反映

【資料 4】『日本霊異記』現存写本
・興福寺本…延喜四年（ 904 ）写本の模本。上巻のみの零本。
・真福寺本…鎌倉期写。中・下巻のみの零本。
・前田家本…嘉禎二年（ 1236 ）写。下巻のみの零本。
・国立国会図書館本…三昧院本（建保二年（ 1214 ）奥書）の模本。抄出本。
・来迎院本…平安後期写。中・下巻の一部のみの零本。訓釈は本文中に注記。

【資料 5】『日本霊異記』中巻第 17「観音銅像反化鷺形示奇表縁」
大倭国平群郡鵤村岡本尼寺、観音銅像十二体 …… 聖武天皇世、彼銅像六体、盗人所

取、尋求无得、経数日月 …… 彼辺有牧牛童男等、見之池中、有聊木頭、頭上居鷺 ……
垂将捕之、即入於水、見所居木、有金之指、取牽上見、観音銅像 …… 告知諸人、諸人転

聞、告知寺尼、尼等聞来。見実其像也。塗金褫落、尼衆衛繞彼像、而悲哭云……

〔国立国会図書館本訓釈〕褫：音大伊 阿波計

※『妙法蓮華経』譬喩品「泥塗褫落」（大正蔵第 9巻 13頁 c）

【資料 6】『日本霊異記』下巻第 26「強非理以徴債取多倍而現得悪死報縁」
田中真人広虫女者 …… 天年無道心、慳貪無給与。酒加水多、沽取多直。貸日与小升、償

日受大升。出挙時用小斤、償収大斤。息利強徴、太甚非理。或十倍徴、或百倍徴。債人渋

取、不為甘心。多人方愁、棄家逃亡、跉跰他国、無逾此甚。……

〔前田家本訓釈〕跉跰：佐須良不留者也

※玄応『一切経音義』巻六妙法蓮華経・信解品音義「伶俜： …… 経文多作跉跰。 …… 」（古辞書音義集成）

※甘博 075 『妙法蓮華経』信解品（敦煌出土写本）「於某城中、捨吾逃走、跉跰辛苦、五十余年。」

三、外典の字句の反映

【資料 7】『日本霊異記』上巻第 8 「聾者帰敬方広経典得報聞両耳縁」
少墾田宮御宇天皇之代、有衣縫伴造義通者。忽得重病、両耳並聾、悪瘡遍身。歴年不愈。

自謂「宿業所招。非但現報。長生為人所厭、不如行善遄死」。……

＊『毛詩』鄘風・相鼠「人而無礼、胡不遄死」（十三経注疏本）

＊唐道宣『集古今仏道論衡』「人之無良、胡不遄死。」 （大正蔵第 52巻 392頁ａ）
、 、

＊『史記』商君列伝、唐湛然『止観輔行伝弘決』等にも引用

＊源為憲『世俗諺文』上巻 117 （寛弘四年（ 1007 ））序）

人而無礼、胡不遄死

毛詩云、相鼠有体、人而無礼。人而無礼、胡不遄死。注云、遄、速。（観智院本）

＊源為憲『三宝絵』中五「衣縫伴造義通」（永観二年（ 984 ）成立）

…… コヽニミヅカラオモハク、「是ハ昔ノムクヒニヨリテ所招病也。コノヨノ事ニハアラジ」ト思テ、「ナガイキ

シテ人ニニクマレムヨリハ、シカジ、功徳ヲツクリテハヤクシナムニハ」ト思テ ……

（新日本古典文学大系、底本は東京国立博物館蔵東寺観智院旧蔵本）

※関戸家蔵本「みつからおもはく、これむかしのつみのまねくところなり。このよの事にはあらすと、なかく
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いきて人にゝくまれむよりはしかしくとくをつくりてとくしなむにはと思て…… 」

※前田家蔵本「自思、是昔罪之所招也。非此世所為。自長生被厭人者不如行功徳早死…… 」

＊『今昔物語集』巻 14第 36 「伴義通、令誦方広経開聾語」（ 12世紀前半成立）

…… 義通思ハク、「此レ報ニハ非ジ。宿業ノ招ク所ナラム。今生ニ亦善業ヲ不修ズハ、後世ノ報亦如此ナ

ラム。然レバ、不如ジ、善根ヲ修シテ後世ヲ祈ラム」ト思テ …… （新日本古典文学大系）

【資料 8 】『日本霊異記』中巻第 3 「悪逆子愛妻将殺母謀現報被悪死縁」
吉志火麻呂者、武蔵国多麻郡鴨里人也。火麻呂之母者、日下部真［刀+自］也。聖武天皇御
世、火麻呂、大伴筑紫前守所点、応経三年。母随子往、而相節養。其婦者、留国守家。時火

麻呂、離己妻去、不昇妻愛、而発逆謀、思殺我母、遭其喪服、免役而還、与妻倶居。母之自

性、行善為心。子語母言、「東方山中、七日奉説法花経有大会。率母聞之」。母所欺、念将

聞経発心、洗湯浄身、倶至山中。子以牛目眦母而言、「汝地長跪」。母瞻子面答之曰、「何

故然言。若汝託鬼耶」。子抜横刀、将殺母。母即子前長跪而言、「殖木之志、為得彼果並隠

其影、養子之志、為得子力并被子養。如恃樹漏雨、何吾子違思、今在異心耶」。子遂不聴。

時母侘傺、著身脱衣、置於三処、子前長跪、遺言而言、「為我詠裹。以一衣者、我兄男汝得

之也。一衣者、贈我中男貺也。一衣者、贈我弟男貺也」。逆子歩前、将殺母項之、裂地而

陥。母即起前、抱陥子髪、仰天哭願、「吾子者、託物為事。非実現心。願免罪貺」。猶取髪留

子、子終陥也。慈母持髪帰家、為子備法事、其髪入筥、置仏像前、謹請諷誦矣。母慈深、深

故、於悪逆子、垂哀愍心、為其修善。誠知、不孝罪報甚近。悪逆之罪、非無彼報矣。

＊『楚辞』離騒

忳鬱邑余侘傺兮、吾独窮困乎此時也。

〔王逸注〕侘傺、失志貌。 （『楚辞章句』芸文印書館）

＊慧立『大唐大慈恩寺三蔵法師伝』巻一「未嘗不執巻躊躇捧経侘傺」 （大正蔵第 50巻 225頁ｃ）

＊空海『大日経略解題』「侘傺尋五百由旬之宝処」 （大正蔵第 58 巻 4 頁ｃ）

＊『今昔物語集』巻 20第 33 「吉志火麿、擬殺母得現報語」

…… 火丸此レヲ聞ト云ヘ共不許シテ、猶殺サムト為ル時ニ、母ノ云ク、「汝ヂ暫ク待。我レ云ヒ可置キ事有」

ト云テ、着タル衣ヲ脱テ、三所ニ置テ、火丸ニ云ク、…… 「一ノ衣ヲバ我ガ中男也汝ガ弟ニ与ヨ…… 」……

母此レヲ見、火丸ガ髪ヲ捕テ、天ニ仰テ泣々ク云ク、「……願ハ天道、此ノ罪ヲ免シ給ヘ」……

＊『大般涅槃経』光明遍照高貴徳王菩薩品

若望報施、是名為施非波羅蜜。施不望報、是則名為檀波羅蜜。若為恐怖・名聞・利養・家法相続・

天上五欲、為憍慢故、為勝他故、為知識故、為来報故、如市易法。善男子、如人種樹、為得蔭涼、

為得花果及以材木。若人修行如是等施是名為施非波羅蜜。 （大正蔵第 12巻 493頁ａ）

【資料 9 】『日本霊異記』下巻第 14 「拍于憶持千手咒者以現得悪死報縁」
越前国加賀郡、有浮浪人之長。探浮浪人、駆使雑徭、徴乞調庸。于時有京戸小野朝臣

庭麿。為優婆塞、常誦持千手之咒為業。展転彼加賀郡部内之山而修行。神護景雲三年

歳次己酉春三月廿七日午時、其長有其郡部内御馬河里。遇行者曰、「汝何国人」。答、

「我修行者、非俗人也」。長瞋嘖言、「汝浮浪人。何不輸調」。縛打駆徭。猶拒逆之、

懇引譬言、「衣虱上於頭而成黒、頭虱下於衣而成白。如是有譬。頂載陀羅尼負経之意、

不遭俗難。何故持大乗之我令打辱。実有験徳、今示威力」。以縄繋千手経、従地引之
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而去。……

＊『文選』嵆康「養生論」

虱処頭而黒、麝食柏而香。頸処険而癭、歯居晋而黄。

〔李善注〕「『抱朴子』曰、今頭虱著身、皆稍変而白、身虱処頭、皆漸化而黒。則是玄素果無定質、移

易存乎所漸。」 （胡克家本）

＊空海『三教指帰』上巻「遂与頭虱以陶性、将晋歯而染心。」 （定本弘法大師全集第 7 巻）

＊『三宝絵』巻中 8

…… コノ時ニ修行者云ク、「キヌノシラミハ頭ニノボレバ黒クナル。頭ノ蟣モ衣ニクダレバ白クナリヌ。虫モスミ

カニシタガヒテ其色ヲアラハセバ、法モツ所ニシタガヒテソノカタチヲアラハスベキ物也 …… 」

（新日本古典文学大系）

※関戸家蔵本「ときに行者のいはく、きぬのしらみもかしらにのほれはくろくなる。かしらのしらみもきぬにくた

れはしろくなる。むしもすむところにゝてそのいろをあらはせは、法文たもつ所にしたかひてそのちからをあら

はすへきものなり。」

※前田家蔵本「于時行者云、衣虱登頭黒、頭虱下衣白。衣虫随住所顕其色、法随所持可顕其力者也。」

【資料 10 】
＊『世俗諺文』序

夫言語者、自交俗諺者多出経籍。雖釈典儒書為街談巷説、然而必不知本所出矣。

＊『童子教』 （鎌倉中期～末期成立？）

為誘引幼童、注因果道理。出内典外典、見者勿誹謗、聞者不生笑。 （新日本古典文学大系）

四、『日本霊異記』の作文

【資料 11-①】『日本霊異記』上巻序文
然景戒、稟性不儒、濁意難澄。坎井之識、久迷大方。能巧所雕、浅工加力。……

【資料 11-②】『日本霊異記』中巻序文
…… 然景戒、稟性不聡、談口不利。神遅鈍、同於［金＋葛］刀、連居字不華、情憃戇、同於

刻船、編造文乱句。不勝貪善之至、拙黷浄紙、謬注口伝。……

＊『冥報記』序文

昔晋高士謝敷、宋尚書令傅亮、太子中書舎人張演、斉司徒事中郎陸果、或一時令望、或当代名家。並録

観世音応験記、及斉竟陵王蕭子良、作宣験記、王琰作真祥記。皆所以徴明善悪、勧戒将来、実使聞者深
、

心感窹。臨、既慕其風旨、亦思勧人、輒録所聞、集為此記。仍具陳所受及聞見。由縁言、不飾文。

（大正蔵第 51巻 788頁 a ）

【資料 12 】『日本霊異記』上巻第 25 「忠臣小欲知足諸天見感得現報示奇事縁」
〈Ａ〉故中納言従三位大神高市万侶卿者、大后天皇時忠臣也。有記云、朱鳥七年壬辰二

月、詔諸司、当三月三日、将幸行伊勢、宜知此意而設備焉。時中納言、恐妨農務、上表立

諫。天皇不従、猶将幸行。於是脱其蝉冠、擎上朝庭、亦重諫之、「方今農節、不可行也」。

〈Ｂ〉或遭旱災時、使塞己田口、水施百姓田。田施水既窮、諸天感応、龍神降雨、唯澍卿

田、不落余地。堯雲更靄、舜雨還霈。〈Ｃ〉諒是忠臣之至、仁義之大。〈Ｄ〉賛曰、「修々神
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氏、幼年好学。忠而有仁、潔以無濁。臨民流恵、施水塞田。甘雨時降、美誉長伝」。

＊『日本書紀』巻三十・持統天皇六年

二月丁酉朔丁未、詔諸官曰、当以三月三日、将幸伊勢。

乙卯……是日中納言直大貳三輪朝臣高市麻呂、上表敢直言、諫争天皇、欲幸伊勢、妨於農時。

三月丙寅朔戊辰 …… 中納言大三輪朝臣高市麻呂、脱其冠位、擎上於朝、重諫曰、「農作之節、車駕未可

以動」。 （新編日本古典文学全集）

※『万葉集』巻一 44歌左注、『懐風藻』藤原万里「過神納言墟」詩なども参照。

＊唐・法琳『弁正論』巻四

開四等之日、遍燭堯雲。揚六度之風、横流舜雨。 （大正蔵第 52 巻 512 頁ａ）

＊『大乗理趣六波羅蜜多経釈文』（平安初期成立？ 『大乗理趣六波羅蜜多経』（貞元四年（ 788 ）般若訳）の音義書）

霈：『書中』、普蓋反。大雨也。雨多下貌也。大雨不正盛降曰霈也。流溢也。

（神田喜一郎『優鉢羅室叢書 大乗理趣六波羅蜜多経釈文』）

＊『続日本紀』巻三十二・光仁天皇宝亀四年十二月乙未条

勅、増益福田、憑釈教之弘済、光隆国祚、資大悲之神功。 …… 順此時令、思施霈沢。可赦天下。

（新日本古典文学大系）

＊空海『遍照発揮性霊集』巻一「遊山慕仙詩」

飛雲幾生滅、靄々空飛揚。 （定本弘法大師全集第八巻）

＊空海『遍照発揮性霊集』巻二「沙門勝道歴山水瑩玄珠碑并序」

…… 去大同二年、国有陽九。州司令法師祈雨。師則上補陀洛山祈祷。応時甘雨霶霈、百穀豊登。所有仏

業、不能縷説。……

★〈Ｄ〉賛「修々神氏、幼年好学。忠而有仁、潔以無濁。臨民流恵、施水塞田。甘雨時降、美誉長
、 、 、

伝」
、

→「学」「濁」（入声覚韻）、「田」「伝」（下平声先韻）
、 、 、 、

→『文選』曹植「与楊徳祖書」「吾雖徳薄、位為蕃侯、猶庶幾勠力上国、流恵下民」（同文は『三国志』魏書・陳

思王植伝にもあり）。〔李善注〕「四子講徳論曰、質敏以流恵」。

→『爾雅』釈天「甘雨時降、万物以嘉、謂之醴泉、祥」。（十三経注疏本）

→唐・法琳『弁正論』九箴篇・教為治本五

「善龍有力、風雨順時。四気和暢、甘雨時降。百穀稔豊、人民安楽」（大正蔵第 52巻 532頁ｂ）

＊『今昔物語集』巻 20第 41 「高市中納言依正直感神語」

今昔、持統天皇ト申ス女帝ノ御代ニ、中納言大神ノ高市麿ト云フ人有ケリ。 …… 或ル時ニハ天下旱颰セル

ニ、此ノ高市麿、我ガ田ノ口ヲ塞テ水不入シテ、百姓ノ田ニ水ヲ令入ム。水ヲ人ニ施ルニ依テ、既ニ我ガ田

焼ヌ。此様ニ我ガ身ヲ棄テ民ヲ哀ブ心有リ。此レニ依テ、天神感ヲ垂レ、竜神雨ヲ降ス。但シ、高市麿田ノミ

ニ雨降テ、余ノ人田ニハ不降ズ。此レ偏ニ、実ノ心ヲ至セレバ、天此レヲ感テ、守加フル故也。

然レバ、人ハ心直カルベシ。永ク横様ノ心ノ不可仕ズ。大和ノ国、城上ノ郡ニ三輪ト云郷、其ノ中納言ノ栖

也。其ノ家ヲバ寺ト成テ三輪寺ト云フ。其ノ流ヲ以テ其ノ社ノ司トシテ、今ニ有トナム語リ伝ヘタリトヤ。
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五、『日本霊異記』が目指したもの――「智」と「行」を備えた「聖」

【資料 13 】『日本霊異記』中巻第 7 「智者誹妬変化聖人而現至閻羅闕受地獄苦縁」
釈智光者 …… 天年聡明、智恵第一。製盂蘭瓮大般若心般若等経疏、為諸学生、読伝仏

教。時有沙弥行基 …… 捨俗離欲、弘法化迷。器宇聡敏、自然生知。内密菩薩儀、外現声

聞形。聖武天皇、感於威徳、重信之。時人欽貴美称菩薩。 …… 於是智光法師、発嫉妬之

心、而非之曰、「吾是智人。行基是沙弥。何故天皇、不歯吾智、唯誉沙弥而用焉。」 ……
見之前路有金楼閣。問、「是何宮」。答曰、「於葦原国名聞智者、何故不知。当知、行基菩

薩将来生之宮」。 …… 往前。極熱鉄柱立之。使曰、「抱柱」。光就抱柱。 …… 又指北将

往。倍勝於先熱銅柱立。 …… 即就抱之。身皆爛銷。 …… 又指北而往。甚熱火気 ……
問、「是何処」。答、「為師煎熬阿鼻地獄」。 …… 今者忽還 …… 光発露懺悔曰、「 …… 是

以慙愧発露。当願免罪」。行基大徳、和顔嘿然。……従此已来、智光法師信行基菩薩、明
知聖人。然菩薩、感機尽縁、以天平廿一年己丑春二月二日丁酉時、法儀捨生馬山、慈神

遷彼金宮也。智光大徳、弘法伝教、化迷趣正、以白壁天皇世、智嚢蛻日本地、奇神遷不知

堺矣。

【資料 14 】『日本霊異記』上巻第 4 「聖徳皇太子示異表縁」
聖徳皇太子者、磐余池辺双欟宮御宇橘豊日天皇之子也。小墾田宮御宇天皇代、立之為皇

太子。太子有三名。一号曰厩戸豊聡耳。二号曰聖徳。三号曰上宮也。向厩戸産。故曰厩

戸。天年生知、十人一時訟白之然一言不漏能聞之別。故曰豊聡耳。進止威儀、似僧而行、

加製勝鬘法花等経疏、弘法利物、定考績功勲之階。故曰聖徳。従天皇宮住上。故曰上宮

皇也。……

【資料 15 】『日本霊異記』下巻第 39 「智行並具禅師重得人身生国皇之子縁」
、、

【Ａ】尺善珠禅師者、俗姓跡連也。負母之姓而為跡氏也。幼時随母、居住大和国山辺郡磯

城嶋村。得度精懃修学、智行双有。皇臣見敬、道俗所貴。弘法導人、以為行業。是以天
、、

皇、貴其行徳、拝任僧正之。而彼禅師之顊右方、有大黶也。平城宮治天下山部天皇御世

延暦十七年之比頃、禅師善珠、臨命終時、依世俗法、問飯占時、神霊託卜者言、「我必宿

於日本国王之夫人丹治比嬢女之胎、将生王子、吾面黶著生。以知虚実耳」。命終之後、延

暦十八年之比頃、丹治比夫人誕生一王子。其顊右方黶著如先。善珠禅師之面黶不失而著

生。故名号大徳親王。然経三年許、存世而薨。向問飯占時、大徳親王之霊、託卜者言、

「我是善珠法師也。暫間生国王之子耳。為吾焼香供養」者矣。是故当知、善珠大徳、重得

人身、生人王之子矣。内教言、「人家々」者、其斯謂矣。是亦奇異事矣。

【Ｂ】又伊予国神野郡郷内有山。名号石鎚山。是即彼山有石鎚神之名也。其山高崪而、凡

夫不得登到。但浄行人耳、登到而居住。昔諾楽宮廿五年治天下勝宝応真聖武太上天皇之

御世、又同宮九年治天下帝姫阿倍天皇御世、彼山有浄行禅師而修行。其名為寂仙菩薩。

其時世人道俗、貴彼浄行故、美称菩薩。帝姫天皇御世於九年宝字二年歳次戊戌年、寂仙

禅師、臨命終日、而留録文、授弟子告之而言、「自我命終以後、歴廿八年之間、生於国王

之子、名為神野。是以当知、我寂仙云々」。然歴廿八年、而平安宮治天下山部天皇御世延

暦五年歳次丙寅年、則生於山部天皇皇子、其名為神野親王。今平安宮疏十四秊治天下賀

美能天皇是也。是以定知、此聖君也。又何以知聖君耶。世俗云、「国皇法、人殺罪人者、
、
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必随法殺。而是天皇者、出弘仁年号伝世、応殺之人成流罪活彼命、以人治也。是以旺知
、

聖君也」。或人誹謗、「非聖君。何以故。此天皇時、天下旱厲有。又天災地妖飢饉雖繁多

有。又養鷹犬、取鳥猪鹿。是非慈悲心」。是儀非然。食国内物、皆国皇之物。指針許末、私

物都無也。国皇随自在之儀也。雖百姓敢謗之耶。又聖君堯舜之世、猶在旱厲。故不可誹

之也。

※賀美能天皇＝嵯峨天皇
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